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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
も
鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
島
の
生
涯
学
習
の
拡
充
、
活
性
化
の
拠

点
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
事
務
局
・
元
気
さ

ぎ
し
ま
協
議
会
事
務
局
・
そ
の
他
と
真
摯

に
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
、
11
月
末
、
友
人
5
名
と
三
菱
研
修

セ
ン
タ
ー
に
、
初
め
て
一
泊
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
夜
、
何
の
音
も
し
な
い
暗
闇
の

海
を
見
て
「
い
い
な
ー
気
持
ち
が
休
ま

る
・
・
・
」
と
し
き
り
に
言
う
。
私
に
は

何
の
変
哲
も
な
い
日
々
の
風
景
だ
け
れ

ど
・
・
・
。
こ
の
宿
泊
は
と
て
も
良
か
っ

た
。
広
々
と
し
、
ト
イ
レ
・
寝
具
も
整
い
、

食
事
も
う
ま
い
、
な
ん
と
言
っ
て
も
安
価

な
の
が
い
い
。
翌
日
、
向
田
か
ら
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
途
中
、
島
の
ぱ
ん
屋
さ
ん
で
の

コ
ー
ヒ
ー
も
美
味
し
か
っ
た
。 

 

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
私
は
、
島
の

施
設
を
も
っ
と
利
用
す
べ
き
で
あ

っ
た
と
反
省
し
た
。 

 

三
菱
や
セ
ミ
ナ
ー
・
民
宿
に
泊
ま

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
同
時
に
コ
ミ
セ
ン
で
の
講
座

や
会
合
に
参
加
す
る
人
は
限
ら
れ

て
い
る
と
も
感
じ
た
。 

 

人
の
動
き
を
見
て
い
る
と
島
は

確
実
に
変
化
し
て
い
る
。
な
く
な

る
人
、
主
の
消
え
た
家
、
体
力
に

限
界
を
感
じ
つ
つ
も
黙
々
と
仕
事

に
励
む
人
、
一
方
、
わ
ず
か
な
が

ら
、
移
り
住
む
人
も
い
る
。 

 

過
疎
と
向
き
合
う
の
は
一
人
一

人
で
す
。
今
年
も
一
年
、
変
化
す

る
過
疎
を
飲
み
込
み
、
笑
顔
で
明

る
く
島
生
活
を
謳
歌
し
ま
し
ょ

う
。 

 

コ
ミ
セ
ン
へ
の
さ
ら
な
る
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年

は
、
年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
中
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
は
、

年
金
や
高
齢
者
医
療
・
脱
原
発
・
景
気
回

復
等
々
が
争
点
と
な
り
、
多
く
の
政
党
が

列
島
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
が
、
国
民
生
活

の
大
局
に
立
っ
た
政
治
を
敢
行
し
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
4
月
14
日
に
は
、
本
市
に
お
い
て

も
市
長
選
・
市
議
選
が
同
時
選
挙
と
な
り

ま
す
が
、
昨
年
、
揺
れ
に
揺
れ
た
駅
前
庁

舎
建
設
問
題
は
、
見
送
ら
れ
ま
し
た
、
駅

前
中
心
市
街
地
の
再
々
開
発
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
、
新
体
制
で
の
仕
切
り

直
し
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
原
市
民
の
目

線
で
気
軽
に
往
来
で
き
親
し
ま
れ
る
街

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。 

 

人
口
減
少
社
会
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
昭

和
60
年
に
建
設
さ
れ
た
三
菱
研
修
セ
ン

タ
ー
が
、
30
年
を
経
過
し
社
員
の
減
少

と
共
に
施
設
の
維
持
・
管
理
が
困
難
と
な

り
、
今
後
、
1
年
～
1
年
半
の
間
に
施

設
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
処
分

の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
現
行
の
機
能

(

宿
泊
・
研
修)

を
維
持
し
つ
つ
子
ど
も
や

地
域
振
興
の
た
め
の
有
効
活
用
を
前
提

に
、
市
や
地
域(

鷺
島)

へ
の
無
償
譲
渡
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
有
効
活
用
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

鷺
島
に
お
き
ま
し
て
も
、
約
半
世
紀
に

わ
た
り
島
の
治
安
維
持
や
交
通
安
全
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
鷺
浦
駐
在
所

が
、
こ
の
度
、
人
口
が
最
も
多
く
島
の
玄

関
で
あ
る
鷺
港
付
近
の
県
道
沿
い
に
新

築
移
転
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま

す
。 

 

近
年
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え

ら
れ
て
い
る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
も
、

5
年
後
の
第
28
回
大
会
ま
で
の
実
施
が

決
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
須
ノ
上
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
前
の
海
岸
で
は
ア
サ
リ
が
順

調
に
繁
殖
し
て
お
り
規
模
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
里
海
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
鷺

島
の
振
興
に
向
け
活
動
で
き
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

三
原
市
議
会
議
長 

白
須 

均 

 

新
春
を
迎
え
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
末
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
民
主
党

政
権
か
ら
自
民
党
政
権
へ
と
移
り
ま
し
た
。
今
の

日
本
国
に
と
っ
て
課
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
中

で
も
対
米
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
な
ど
と
の

外
交
防
衛
問
題
、
教
育
改
革
、
景
気
対
策
、
消
費

税
負
担
等
は
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。
国
民
の
為

の
政
治
を
心
か
ら
期
待
す
る
も
の
で
す
。 

 

さ
て
、
三
原
市
議
会
活
動
で
昨
年
か
ら
の
流
れ

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
駅
前
東
館
跡
地
問
題(

新
庁

舎
複
合
施
設
建
設)

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
一
定

の
結
論
を
出
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
三
原
市
は
税
収
減
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

不
況
、
不
景
気
、
人
口
減
等
々
で
す
。 

 

そ
し
て
、
平
成
17
年
3
月
の
合
併
以
来
2
期

目
の
今
年
は
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議
員

定
数
を
32
人
か
ら
28
人
に
削
減
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
4
月
の
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
、
少
数
精

鋭
で
市
民
の
要
望
を
市
政
に
反
映
し
た
い
も
の

で
す
。 

 

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
今

年
度
も
市
民
の
為
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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・

1
月 

1
日(

火) 

元
旦
祭 (

歳
祝
い) 

2
日(

水) 

新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会(

須
ノ
上) 

6
日(

日) 

消
防
出
初
式(

三
菱
和
田
沖
グ
ラ
ウ
ン
ド) 

      
 

 

午
前
9
時
～ 

放
水
競
技
に
向
田
班
出
場 

20
日(

日) 

第
8
回
市
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会 

昭
和
の
大
雛
人
形
展
・
生
け
花
展(

愛
好
家) 

故
西
原
弘
二
先
生
の
回
顧
展(

水
彩
画)

を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◆ 

年
末
年
始
の
開
館
日 

12
月
30
日(

日)

～
1
月
3
日(

木) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 11 月 24 日(土)観光交流班(1 班)が、さぎしま体験交流日帰

りツアーを実施しました。市外から 17 名が参加して、さぎ

しまを愛するボランティアガイドの案内で、島内ウォーキン

グ、長浜海岸では砂浜歩行用シューズを履いて、砂浜ウォー

キングを、畑では今が旬のみかん狩りを体験しました。交流

会では「さぎしまの手作り弁当」を食べながら交流を深め楽

しい体験交流日帰りツアーとなりました。 

砂浜ウォーキング 

みかん狩り体験 

佐
木
島
の
説
明 

島
民
と
の
交
流
会 

 11 月 25 日(日) さぎしま架橋促進委員会と鷺浦町内会

主催で、須ノ上集会所において尾道市百島診療所次田展

之院長を迎え、「高齢者の健康管理」について講演会が開

催されました。次田院長は神奈川県相模原市出身。かね

てから医師がいない地域での勤務を希望し、平成 23 年 4
月百島診療所を開設しました。講演会では、離島訪問診

療について百島以外での離島への訪問診療を小型船舶で

往診しているため佐木島も対象になるそうです。訪問診

療の患者数を増やしていくのが課題ですが、高齢者が住

み慣れた家で家族や医師に囲まれて人生最期を迎えてほ

しいと離島訪問診療を熱く語られました。 

講演する次田展之院長 

 12 月 16 日(日) 向田消防屯所で AED の

贈呈式がありました。この AED は、2 年

前に向田消防屯所に軽自動車の急患搬送

車が配備されましたが、AED は配備され

ていませんので、急患搬送に携わる消防団

員が使用する急患搬送車に配備します。 

向田消防屯所での贈呈式 

日 時 2 月 1 日(金) 10 : 00 ～ 13 : 00 
場 所 鷺浦コミュニティセンター 
講 師 今川奈菜 
定 員 20 名(先着順) 
材料費 500 円 受講料 100 円 
持参物 エプロン・三角巾・マスク・タオル 
申し込み締切日 1 月 22 日(火) 
申し込み先   鷺浦コミュニティセンター 
             ℡ 87－5004 
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あ
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た
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闇
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裂
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落
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踏
し
め 

ガ
イ
ド
行
く 

                                

ぶ
ん
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D
Ｍ
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氏
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逝
き
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け
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越
す
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越
さ
れ
ず 

八
十
路
坂
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深
夜
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き
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つ
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首
手 

動
き
を
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過
去
に
踊
り
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俵
星
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D 
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ウ
ォ
ー
キ
ン
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人
目
を
避
け
て 

選
ぶ
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出
会
い
頭
に 

嫌
人
出
く
わ
す 

・ 

急
ぐ
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横
道
ト
ラ
ッ
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飛
び
出い

で

て 

排
ガ
ス
吹
く
後 

自
転
車
漕こ

ぐ 
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